
 BALL TEST DATA  
【セールス資料】 新素材 

BALL NAME:   “ MENACE XTREME“                            平成 27 年 6 月 4 日 

COLOR: EMERALD / BLACK PEARL / VIOLET 

WEIGHT BLOCK：CAGE CORE 

COVER STOCK: 72MH HYBRID  REACTIVE                 レイアウト例 

RG：2.52  ⊿RG:0.054  ID:0.015                    MENACE          MENACE  XTREME 

FACTORY FINISH: 1500-Grit POLISHED             

TRACK FLARE POTENTIAL: 7+                  

BACK END:19（1－20）MAX LENGTH：16（1-20）                AP4              AP 4 1/2 

 O  LONG                                            BH 7                   BH 41/8 

  I  MEDIUM                                        

  L  SHORT                                MB 4                MB 4 

               Light   Medium  Heavy                                  

          適正レーンコンディショングラフ                    CA53.2 度        CA53.2 度 

   【ミディアムレーン 編】                  ﾌﾚｱｰ幅 最大 63/4・間隔 1/8       最大 6 3/4・ 

 

  50Unit OVER             30Unit Over 

                                              10Unit            DRY 

   

   

   

 

0F                       15F                            37F       40F 

  比較品ライン       MENACE XTREME                MENACE                 

  【レーン状況】 ベースコンディションではミディアムクラスのレーンでピン側  

    は手拭きにてレーンクリーニングを行いました 

 【製品比較表】 

   曲がり度 1  2  3  4  5  曲がり方  ｱｰｸ 1  2 3  4  5 ｼｬｰﾌﾟ  

    スキッド １ 2  3  4  5  ｵｲﾙの強さ  1  2  3  4  5  

   ﾋﾟﾝｱｸｼｮﾝ 1  2  3  4  5    テスト品 ○  比較品  

＊上記の数字は、1 側が少ない(短い・弱い) 5 側が強い(大きい・長い)  
 【ボール総合評価】 

  第二弾は一転して走りを強調。オイルに非常に強かった MENACE からは違うボールと 

  思える位の変更になりました。使われているケージコアはレーン手前のスキッド感も得られ 

  レーン中盤からの転がり感も有りバックエンド側での転がりが重視されています。曲り方は 

  スナップ&アーク状(キレとアークの中間)の曲りで全体的には曲りが少ない印象を受けまし

た。ドライ気味のコンディションでも使用可能な製品だと思います。走り系の製品ですね。 

        【ここがポイント】 

        初代メナスとパフォーマンスの差が大きくありますが CAGE コアの持っているストレスの無い

レーン手前の直進性能でスムーズに運べるのが特徴。曲りもコントロール性を重視している事も

あり、適度な曲りの大きさですのであまりレーン幅を取らないラインでの投球をする方には最適

な製品だと思います。私もこのコアは非常に気に入っているのでセンターでは多く使います。 

        予定日：平成 27 年 11 月中旬以降ﾃｽﾄ協力ｾﾝﾀｰ：本八幡ﾊﾀﾎﾞｳﾙ 希望小売価格：￥52.000 円 

          テスター：石原 章夫プロ（HI-SPORTS 専属） ボール担当：松谷 俊二 


